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石川県理容生活衛生同業組合 

理事長    長田  實 

共に歩みを進めるために 

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
心
よ
り
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
二
十
八
年
、
日
本
国
内
で
は
安
倍
政
権
が
続
投
と
な
り
ま
し
た
が
、 

世
界
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
関
す
る
国
民
投
票
や
ア
メ
リ
カ
大
統 

領
選
挙
が
行
わ
れ
、“
た
ぶ
ん
…
”
の
予
想
に
反
し
た
結
果
が
伝
え
ら
れ
て 

い
ま
す
。
日
本
経
済
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
、
そ
し
て
、
私
達
の 

業
界
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
、
ど
ち
ら
に
し
ろ
、
め
ま
ぐ
る
し
く 

変
化
す
る
時
代
の
流
れ
に
つ
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

一
昨
年
の
政
府
規
制
改
革
実
施
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
全
理
連
で
は
昨
年
に
引
き
続

き
顧
客
獲
得
・
営
業
直
結
に
向
け
た
事
業
が
打
ち
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
受
け
て
石
川
県
組
合
で
も
事
業

を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

ま
た
、
継
続
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
県
組
合
機
構
改
革
に
関
し
て
は
、
現
在
担
当
理
事
が
新
し
い
時
代
に

順
応
で
き
る
組
合
組
織
に
な
る
よ
う
慎
重
に
検
討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

さ
ら
に
、
石
川
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
主
導
の
事
業
と
し
て
、
生
衛
業
地
域
活
性
化
連
携
事
業

に
つ
い
て
私
達
理
容
業
が
幹
事
組
合
と
な
っ
て
検
討
を
続
け
て
い
ま
す
。
現
在
参
加
し
て
い
る
組
合
は
、
鮨

商
、
飲
食
業
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
そ
し
て
理
容
の
四
組
合
で
、
四
つ
の
組
合
が
協
力
し
て
消
費
者
に
向
け
た

事
業
を
実
施
し
、
生
衛
業
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
内
容
を
模
索
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
全
国
生
活
衛
生
営
業

指
導
セ
ン
タ
ー
の
補
助
金
を
受
け
て
行
う
事
と
な
り
ま
す
の
で
、
実
施
が
決
定
す
る
の
も
来
年
度
以
降
が
見

込
ま
れ
ま
す
が
、
詳
細
が
決
定
致
し
ま
し
た
ら
改
め
て
お
伝
え
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
そ
の
時
に
は
、

ぜ
ひ
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
何
年
も
私
達
業
界
に
降
り
か
か
っ
て
い
る
、
高
齢
化
に
伴
う
組
合
員
の
減
少
、

理
容
師
志
望
者
・
資
格
取
得
者
の
激
減
と
い
う
問
題
は
、
簡
単
に
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
少
し
で
も
解
決
に
向
け
て
歩
み
を
進
め
て
行
く
た
め
に
は
、
組
合
員
の
皆
様
一
人
一
人
が

意
識
を
高
め
、
個
々
の
サ
ロ
ン
が
お
客
様
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
お
店
を
創
る
こ
と
が
組
織
全
体

の
歩
み
を
進
め
る
力
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

ど
う
か
こ
の
一
年
が
皆
様
と
共
に
歩
み
を
進
め
て
行
け
ま
す
よ
う
、
そ
し
て
、
皆
様
に
と
っ
て
良
き
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
し
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 
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理
事
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長
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副
理
事
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絈
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邦
雄 

副
理
事
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叶
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章 

副
理
事
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前
田 

英
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常
務
理
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田
畑 
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常
務
理
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行
野 

欣
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常
務
理
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近
藤 

秀
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理
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市
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正
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理
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村
山
外
喜
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理
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中
村 

伸
夫 

理
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宮
本 

一
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理
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宮
森 

重
則 

理
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佐
々
木
か
お
り 

監
事 

 
 
 
 
 
 
 

 

上
馬 

正
喜 

監
事 

 
 
 
 
 
 
 

 

竹
中 

義
雄 

監
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奥
成 

康
朗 

事
務
長 

 
 
 
 
 
 

 

小
田
波
博
子 

 

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

本
年
が
よ
り
良
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
３
月
、
韓
国
で
開
催
さ
れ
た
第
36
回
世
界
理
容
美
容
技
術
選
手
権
大
会
で
は
、
日
本

チ
ー
ム
は
シ
ニ
ア
競
技
で
テ
ク
ニ
カ
ル
部
門
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
部
門
と
も
に
団
体
総
合
優
勝
、

個
人
で
は
私
も
含
め
て
３
人
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
さ
ら
に
は
今
ま
で
に
な
い
メ
ダ
ル
量
産
を

果
た
し
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
日
本
の
技
術
を
世
界
に
強
く
印
象
づ
け
ま
し
た
。
関
係
者
に

対
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
年
は
、
理
容
師
法
制
定
70
年
お
よ
び
生
活
衛
生
法
制
定
60
年
を
む
か
え
る
な
ど
節
目
の

年
と
な
り
ま
す
。
国
際
化
が
一
層
進
む
中
に
お
い
て
理
容
業
界
が
さ
ら
な
る
発
展
を
と
げ
、

実
り
あ
る
一
年
と
な
る
よ
う
、
共
に
前
進
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
一
昨
年
に
規
制
改
革
実

施
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
理
容
サ
ロ
ン
に
お
け
る
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
ウ
ェ
ー

ブ
や
訪
問
福
祉
理
容
の
対
象
の
明
確
化
、
範
囲
の
拡
大
等
に
関
す
る
通
知
が
発
出
さ
れ
る
な

ど
、
業
界
は
今
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
全
国
理
容
連
合
会
で
は
、
こ
う
し
た

変
化
を
業
界
発
展
の
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
ら
れ
る
よ
う
、
キ
ッ
ズ
、
シ
ニ
ア
、
レ
デ
ィ
ス
顧
客

獲
得
戦
略
な
ど
、
営
業
に
直
結
す
る
各
種
施
策
を
展
開
し
、
競
争
を
勝
ち
抜
け
る
「
強
い
業

づ
く
り
」
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
は
営
業
ツ
ー
ル
と
し
て
使
え
る
ヘ
ア
カ
タ
ロ
グ
を
作
成
し

て
、
皆
さ
ま
の
お
手
元
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

全
国
大
会
で
は
レ
デ
ィ
ス
競
技
に
パ
ー
マ
を
必
須
と
し
た
他
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え
て
政
府
が
推
進
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
（
訪
日

外
国
人
旅
行
者
対
策
）
等
に
も
取
り
組
む
な
ど
、
行
政
の
動
き
に
も
迅
速
に
対
応
し
な
が
ら

各
サ
ロ
ン
の
営
業
力
強
化
を
進
め
て
お
り
、
業
務
範
囲
、
市
場
規
模
の
拡
大
に
も
努
め
て
い

く
所
存
で
す
。 

ど
う
か
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
積
極
的
に
行
動
を
起
こ
し
て
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
へ

と
昇
華
さ
せ
、
売
上
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
旧
年
に
も
倍
し
て
ご
指
導
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

変化をチャンスへと昇華させよう 

年
頭
所
感 

 
 

 
 

 
 

全
国
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会 

理 

事 

長 
 

大 

森 

利 

夫 

石川県理容生活衛生同業組合 
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▽
生
活
衛
生
功
労
者
知
事
表
彰 

前
田 

英
明 

（
副
理
事
長
、
金
沢
・
３
部
） 

村
山 

外
喜
男 

（
理
事
、
加
賀
・
鶴
来
） 

                                  

                                  

会
長                  

行
野 

欣
也 

講
師
、
幹
事
長 

        

小
伏
脇
隆
ノ
介 

講
師 

                

佐
々
木
か
お
り 

講
師 

                

中
出 

尚
人 

講
師 

                

川
上 

芳
弘 

講
師 

                

天
満 

康
浩 

講
師 

                

小
伏
脇
奈
都
子 

准
講
師 

              

澤
村 

篤
史 

准
講
師 

              

大
山 

佳
也 

准
講
師 

              

林 
 

政
勝 

准
講
師 

              

角
谷 

征
彦 

准
講
師 

              

桶
谷 

博
英 

准
講
師 

              

荻
田 

喜
充 

石川県理容生活衛生同業組合 講師会 

ウエラサロン会 
会 長 中村  宏 

副会長 木村 伸也 

副会長 髭本  修 

ゲートボール愛好会 

犀川フレンド 
 

会 長 河内   清 

会員一同 

会員募集中！ 

石川県芸美会 

相談役          末津 正博 

相談役          林  正弘 

会計監査        津田   宏 

本部長         高宮   均 

副本部長        田島 徳久 

副本部長        小屋   博 

経理部長        中村 伸夫 

副経理部長      高木 博之 

教育部長        小伏脇隆ノ介 

副教育部長      津田 義一 

副教育部長      柏   忠志 

副教育部長      河内 一隆 

競技部長        林   政勝 

企画部長        桶谷 博英 

組織・総務部長  沢村 篤史 

総務部長補佐    水口 友仁 

庶務部長        加藤清太郎 

広報部長        末津 正巳 

青年部長        戸田 政充 

副青年部長      高宮   諭 

女性部長        津田 智美 

女性部長補佐    小伏脇奈都子 

ＪＩＣグループ 
会 長 大屋   勉 

会員一同 

エッセンスクラブ 
代 表 前田 英明 

会 計 天満 康浩 
新
年
の
お
慶
び
を 

申
し
上
げ
ま
す 

表 
 

彰 
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２
０
１
６
北
陸
ヘ
ア
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル(

主
催
／
石
川
県
組
合

講
師
会)

は
12
月
５
日
（
月
）、
金 

沢
市
民
芸
術
村
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ス
ク
ウ
ェ
ア
に
北
陸
３
県
よ
り

48
選
手
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
た
。 

 

開
会
式
で
は
行
野
欣
也
大
会
委

員
長
が
挨
拶
、
長
田
實
県
組
合
理

事
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
中
出
尚
人

審
査
委
員
長
の
競
技
説
明
の
後
、

藤
井
純
さ
ん(

石
川)

が
選
手
宣
誓

し
、
10
部
門
に
分
か
れ
て
競
技
が

行
な
わ
れ
た
。 

競
技
後
の
ア
ド
バ
イ
ス
タ
イ
ム

で
は
、
講
師
や
先
輩
な
ど
か
ら
の

作
品
の
批
評
に
、
若
い
理
容
師
達 

              

    

が
耳
を
傾
け
た
。 

出
場
選
手
数
は
次
の
と
お
り 

１
部
４
、
２
部
０
、
３
部
５
、 

４
部
１
、
５
部
４
、
６
部
５
、 

７
部
１
、
８
部
12
、
９
部
16
、

サ
ラ
ウ
イ
ッ
グ
１ 

   

［
全
国
大
会
部
門
］ 

▼
１
部 

ク
ラ
シ
カ
ル
カ
ッ
ト
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
テ
ゴ
リ
ー 

最
優
秀
賞 

上
埜 

僚
太（
富
山
） 

優
秀
賞 

 

桶
谷 

怜
児（
富
山
） 

▼
３
部 

ト
レ
ン
ド
カ
ッ
ト
・
オ

ン
・
メ
ン
ズ
「gain-G

」 

              

最
優
秀
賞 

長
谷
川 

洋（
富
山
） 

優
秀
賞 

 

花
田 

 

峻（
富
山
） 

［
オ
リ
ジ
ナ
ル
部
門
］ 

▼
４
部 

ブ
ロ
ー
ス
基
本
形 

優
秀
賞 

 

藤
井 

 

純（
石
川
） 

▼
５
部 

ク
ラ
シ
カ
ル
カ
ッ
ト
＆

ス
タ
イ
リ
ン
グ 

最
優
秀
賞 

米
沢 

壮
績（
富
山
） 

優
秀
賞 

 

田
嶋 

寛
明（
石
川
） 

▼
６
部 

ミ
デ
ィ
ア
ム
カ
ッ
ト
＆

ス
タ
イ
リ
ン
グ 

最
優
秀
賞 

嶋
垣 

栄
司（
石
川
）

優
秀
賞 

 

竹
本 

百
花（
石
川
） 

▼
７
部 

メ
ン
ズ
フ
リ
ー
ス
タ
イ 

ル 優
秀
賞 

 

行
野 

孝
優（
石
川
） 

［
専
門
学
校
生
部
門
］ 

▼
８
部 

ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ 

優 

勝 
 

江
口 

昌
仁（
福
井
） 

第
２
位 

 

宮
下 

拓
也（
福
井
） 

第
３
位 

 

谷
猪 

美
月（
石
川
） 

敢
闘
賞 

 

荒
木
瑠
莉
香
（
石
川
） 

 

〃 
 
 

中
村 

綾
那（
石
川
） 

▼
９
部 

ミ
デ
ィ
ア
ム
カ
ッ
ト
＆

整
髪 

優 

勝 
 

木
下 

拓
海（
福
井
） 

第
２
位 

 

黒
田 

涼
太（
福
井
） 

第
３
位 

 

関
塚 

七
海（
福
井
） 

敢
闘
賞 

 

織
田 

智
史（
石
川
） 

 

〃 
 
 

佐
野
佑
希
也
（
石
川
） 

［
オ
ー
プ
ン
種
目
］ 

▼
サ
ラ
ウ
イ
ッ
グ
・
フ
リ
ー
ス
タ

イ
ル 

優
秀
賞 

 

口
田 

直
人（
石
川
） 

大

会

成

績 

明日の理容へ チャレンジ 
２
０
１
６ 

北
陸
ヘ
ア
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 
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（
写
真
／
12
月
12
日
（
月
）、
パ

ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
で
抽
選
す
る
田
畑

豪
共
済
部
長
） 

県組合共済キャンペーン 

団体生命共済に入っていて良かったでしょう賞 

第２回当選者（５０名） 1,000 円のＪＣＢ商品券 

支部 地区 氏名 支部 地区 氏名 

金沢 

１東 山崎 静江 

加賀 

加賀 

山岸 勝信 

１南 橋 渉司 田島 徳美 

１中 南保 実 市川 正明 

１西 
当目 雅芳 荒木 博隆 

塚田 尚代 鍛冶 実 

2 

松岡 武義 
小松 

河原 佐代子 

高野 栄子 山本 浩美 

島田 マキコ 能美 和田 隆志 

3 

音 恵子 

石川 

永島 紀子 

坂池 あさ子 田畑 豪 

竹内 美智夫 笠間 幸勝 

西田 ミツル 安田 豊昭 

佐々木かおり 木野 芳宣 

4 

谷 秀男 鶴来 小倉 伸一郎 

山口 早苗 

能登 

河北 

木上 徹雄 

平井 正広 沖野 修郎 

中町 誠治 絈野 武利 

5 

織田 秀一 山口 浩平 

山崎 他家男 

羽咋 

松永 文代 

桶谷 博英 久我 則之 

6 
竹田 しのぶ 境井 桂子 

安川 昭成 富来 宮田 君枝 

7 

石黒 暁 七鹿 近藤 秀司 

長田 有紀子 門前 室賀 朋子 

小塚 文 珠洲 橋本 匡人 

第３回当選者（１０名） 10,000 円のＪＣＢ商品券 

金沢 

１南 寺島 聖二 

加賀 
小松 

河原 多美子 

2 越原 外志美 村田 豊 

3 福田 勝二 石川 伊藤 栄一 

6 
横井 実 

能登 
河北 竹内 章 

六郷 英子 珠洲 上野 守光 

 

第 66 回 

石川県理容競技大会 

■と き ３月 20 日（月・祝） 

■ところ 県理容美容専門学校 

 

県大会のみ、全種目ウイッグ競技とします 
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組
合
員
に
有
利
な 

融
資
制
度 

「振興事業貸付」活用のポイント 

～組合員向けの融資制度を賢く活用しよう～ 

 「振興事業貸付」は、生活衛生営業者の振興を目的として創設された日本政策金融

公庫の融資制度です。公的な融資制度を上手に活用して経営にお役立てください。 

＜融資制度の概要＞ 

お使いみち 設備資金 運転資金 

融資額 １億５,０００万円以内 ５,７００万円以内 

返済期間 ２０年以内 ７年以内 

主な利率 

【特別利率Ｃ】 【基準利率】 

組合から一定の会計書類の準備や事業計画の確認を受けた
方は、利率が 0.15％（年利）引き下げとなります。 

条件 組合が発行する「振興事業に係る資金証明書」が必要 

ここがポイント！ 

 

 

 

 
 

ご不明な点は県理容組合事務局へ ☎０７６－２３２－２３６２ 

固定金利で長期の返済にも

対応可能。保証協会を利用

しないため、保証料の支払

いも不要です。 

組合事務局は、手続き（資金

証明書の発行）にあたって、

決算書等の確認による経営内

容のチェックは行いません。 
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初
詣
、
書
初
め
…
、
一
月
は
初

物
が
続
く
。
今
で
は
少
な
く
な
っ

た
が
初
荷
の
旗
を
立
て
た
ト
ラ
ッ

ク
を
街
で
見
か
け
る
と
、
商
売
人

の
性
で
何
と
な
く
胸
が
騒
ぐ
。 

 

商
売
と
言
え
ば
、
関
西
で
は
西

宮
と
今
宮
の 

“
十
日
戎 

”
が
有
名

で
、
一
月
九
日
の
宵
戎
か
ら
三
日

間
ド
ン
チ
ャ
ン
騒
ぎ
が
続
く
。
境

内
に
紅
白
の
幕
を
張
り
、
舞
台
に

は
着
飾
っ
た
綺
麗
ど
こ
ろ
が
ず
ら

り
と
並
ぶ
。
境
内
に
は
鉦
太
鼓
の

音
と
「
商
売
繁
盛
で
サ
サ
持
っ
て 

 

こ
い
」
の
大
き
な
掛
け
声
が
響
き
、

縁
起
物
の
熊
手
や
福
笹
が
飛
ぶ
よ

う
に
売
れ
る
。 

 

大
阪
に
は
親
し
み
を
込
め
て
「
え

べ
っ
さ
ん
」
と
呼
ぶ
小
さ
な
戎
神
社

が
処
処
に
あ
り
、
十
日
戎
に
は
張
り

込
ん
で
綺
麗
ど
こ
ろ
を
揃
え
る
神

社
も
あ
る
。
鳴
り
物
や
掛
け
声
は
テ

ー
プ
で
終
日
流
し
続
け
る
事
が
多

い
が
、
狭
い
境
内
に
は
縁
起
物
を
並

べ
た
露
天
商
の
元
気
な
売
り
声
が

響
く
。 

 
 

 （
理
容
文
芸
ク
ラ
ブ
） 

雑
踏
に
紛
れ
て
え
べ
っ
さ
ん
踊
る 

  

 

 

ＷＥＢでも読める 

「理容いしかわアーカイブス」 
県組合ホームページからどうぞ！ 

「理容いしかわ」２月号は、お休みします。  
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衛
生
消
毒
講
習
会 

                    

平
成
28
年
度
に
お
け
る
支
部

衛
生
消
毒
講
習
会
は
11
月
16
日 

夜
、
県
理
容
美
容
専
門
学
校
に
金

沢
市
保
健
所
衛
生
指
導
課
の
近
辻

和
美
氏
を
迎
え
、
１
０
１
名
が
参

加
し
て
開
か
れ
た
。「
施
設
及
び
器

具
の
消
毒
、
衛
生
管
理
」
を
テ
ー 

     

マ
に
、
昨
年
と
同
様
に
、
よ
り
徹

底
し
た
衛
生
管
理
、
感
染
予
防
に

努
め
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。
ま
た
、

シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
内
部
に
あ
る
水

垢
の
汚
染
調
査
の
事
例
が
あ
っ
た

と
紹
介
さ
れ
、
そ
の
対
策
の
説
明

な
ど
も
あ
っ
た
。 

１
部
西 

講
習
会 

     

 

■
11
月
９
日
（
水
）
、
小
伏
脇
奈

都
子
講
師
に
よ
る
『
レ
デ
ィ
ー

ス
・
メ
ン
ズ
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
・
替

刃
研
磨
・
季
節
別
マ
ッ
サ
ー
ジ
』 

顏
剃
前
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
効
果

「J-
p
oli

s
h

」
を
使
っ
た
替
刃
と

使
わ
な
い
替
刃
の
違
い
を
、
モ
デ

ル
本
人
の
意
見
を
交
え
、
講
師
の

わ
か
り
や
す
い
解
答
、
新
し
い
替

刃
の
刃
の
断
面
の
図
解
で
説
明
。

研
ぐ
こ
と
で
の
効
果
。
眉
毛
デ
ザ

イ
ン
の
図
解
説
明
で
、
わ
か
り
や

す
い
講
習
会
で
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。 

 

（
通
信
・
田
中
康
雄
） 

２
部 

講
習
会 

       

■
11
月
29
日
（
火
）、
林
政
勝
准

講
師
に
よ
る
『
訪
問
理
容
』 

訪
問
理
容
の
需
要
と
施
術
時
の

心
構
え
、車
イ
ス
に
乗
れ
る
人
か
、

上
体
を
起
こ
せ
る
人
か
、
ベ
ッ
ド

の
上
か
、
寝
た
き
り
の
人
か
に
よ

る
準
備
・
道
具
・
方
法
の
紹
介
。

今
後
常
連
さ
ん
の
お
宅
に
訪
問
理

容
に
行
く
機
会
も
増
え
る
の
で
、

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

（
通
信
・
東
昭
洋
） 

６
部 

講
習
会 

 

  

    

■
11
月
30
日(

水
）、
小
伏
脇
隆
ノ

介
全
理
連
中
央
講
師
に
よ
る
『
30

代
40
代
に
売
れ
る
２
０
１
７
ト

レ
ン
ド
パ
ー
マ
ス
タ
イ
ル
』 

モ
デ
ル
と
ウ
イ
ッ
グ
を
使
い
親

切
丁
寧
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
楽

し
い
講
習
と
な
り
ま
し
た
。「
明
日

か
ら
の
営
業
に
役
立
て
た
い
」
と

い
う
意
見
が
沢
山
出
ま
し
た
。
受

講
者
13
名
は
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。 

 

（
通
信
・
金
田
太
） 

４
部 

講
習
会 

      ■
11
月
30
日(

水
）、
荻
田
喜
充
准

講
師
に
よ
る
『
カ
ッ
コ
イ
イ
か
わ

い
い
ス
タ
イ
ル
造
り
の
コ
ツ
』 

サ
ロ
ン
で
す
ご
く
使
え
る
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
学
び
ま
し
た
。
コ
ン
ク

ー
ル
で
培
っ
た
似
合
わ
せ
の
法
則 

             

や
簡
単
に
カ
ッ
コ
よ
く
な
る
ワ
ッ

ク
ス
の
つ
け
方
な
ど
、
サ
ロ
ン
ワ

ー
ク
に
活
か
せ
る
ポ
イ
ン
ト
が
学

べ
ま
し
た
。（
通
信
・
板
坂
泰
定
） 

１
部
中 

講
習
会 

      

■
12
月
８
日
（
木
）
、
荻
田
喜
充

准
講
師
に
よ
る
『
カ
ッ
コ
イ
イ
か

わ
い
い
ス
タ
イ
ル
造
り
の
コ
ツ
』 

コ
ン
テ
ス
ト
の
経
験
や
、
そ
こ

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
得
た
知

識
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い

た
だ
い
た
。
サ
ロ
ン
で
使
え
る
二

つ
の
ス
タ
イ
ル
を
作
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。 

（
通
信
・
細
川
昭
盛
） 

             

金 

沢 

支
部
長 

行
野 

欣
也 

☎
０
７
６(

２
６
５)

７
１
３
９ 
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大 

雪  

北 

海 
道 

１１
月
６
日
（
日
）
、
７
日
（
月
）、 

輪
島
地
区
青
年
部
は
北
海
道
へ
観

光
旅
行
に
行
っ
て
き
た
。
空
港
に

着
く
と
季
節
は
ず
れ
の
大
雪 

し
か
し
寒
さ
に
も
負
け
ず
夜
の
食

事
は
札
幌
市
内
の
す
す
き
の
『
ノ

ア
の
方
舟
』（
石
化
し
て
し
ま
っ
た

ノ
ア
の
方
舟
を
テ
ー
マ
に
建
築
さ

れ
た
奇
抜
な
デ
ザ
イ
ン
の
建
物
）

で
、
海
鮮
炙
り
料
理
（
北
海
道
を

代
表
す
る
タ
ラ
バ
ガ
ニ
、
ボ
タ
ン

エ
ビ
、
ホ
タ
テ
な
ど
）
と
美
味
し 

             

     

い
酒
を
堪
能
し
た
。
こ
の
店
は
各

テ
ー
ブ
ル
に
炭
火
の
囲
炉
裏
が
あ

り
、
笑
顔
の
可
愛
い
ス
タ
ッ
フ
が

抜
群
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
焼
き
上
げ

て
く
れ
た
。
本
当
に
美
味
し
か
っ

た
。
２
日
目
は
歴
史
溢
れ
る
運
河

の
ま
ち
『
小
樽
』
を
観
光
し
、
沢

山
の
お
土
産
を
持
っ
て
飛
行
機
で

帰
路
に
着
い
た
。（
通
信
・
松
村
） 

ホ
ー
ム
カ
ラ
ー 

能
登
支
部
助
成
講
習
会
が
11

月
７
日
（
日
）
午
前
１０
時
か
ら
、

お
し
ゃ
れ
風
か
っ
と
マ
ン
に
て
桶

谷
博
英
准
講
師
を
迎
え
、
”
ホ
ー

ム
カ
ラ
ー
で
出
来
な
い
ア
ク
セ
ン

ト
カ
ラ
ー
（
お
客
様
か
ら
多
く
の

注
文
が
あ
る
サ
ロ
ン
カ
ッ
ト
）
” 

を
テ
ー
マ
に
行
な
わ
れ
、８
名（
男

５
、
女
３
）
が
受
講
し
た
。
随
所

で
桶
谷
先
生
の
こ
だ
わ
り
と
お
客

様
に
対
す
る
細
や
か
な
配
慮
が
見

ら
れ
た
講
習
会
で
、
モ
デ
ル
さ
ん

を
使
っ
た
技
術
講
習
で
は
、
仕
上

が
り
具
合
を
想
定
し
た
２
ブ
ロ
ッ

ク
ラ
イ
ン
の
取
り
方
や
カ
ッ
ト
方

法
で
、
遊
び
心
も
あ
り
自
宅
で
も

再
現
し
や
す
い
ス
タ
イ
ル
と
な
っ

た
。
カ
ラ
ー
に
お
い
て
は
、
ホ
ー

ム
カ
ラ
ー
と
サ
ロ
ン
カ
ラ
ー
の
違

い
を
出
し
つ
つ
、
残
留
ア
ル
カ
リ

や
毒
素
を
取
り
除
く
作
用
の
あ
る

物
を
使
用
し
、
単
価
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
よ
う
お
客
様
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
事
を
提
案
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
、
カ
ラ
ー
で
退
色
し
た
頃
に
ト

リ
ー
ト
メ
ン
ト
カ
ラ
ー
等
を
施
術

し
、
リ
ピ
ー
ト
率
を
上
げ
る
工
夫

も
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
て
い
た
。
桶

谷
先
生
の
カ
ラ
ー
、
カ
ッ
ト
、
ス

タ
イ
ル
作
り
に
対
し
て
の
造
形
が

と
て
も
深
い
事
に
感
銘
を
受
け
た

講
習
会
だ
っ
た
。 

（
通
信
・
夏
嶋
） 

                

紅 

葉 

羽
咋
地
区
は
１１
月
２０
日
（
日
）、

午
後
３
時
に
羽
咋
公
民
館
に
集
合 

            

し
、
加
賀
方
面
へ
一
泊
旅
行
に
行

っ
て
来
た
。
参
加
者
は
８
名
。
宿

は
大
衆
演
劇
で
有
名
な
片
山
津
温

泉
『
大
江
戸
温
泉
な
が
や
ま
』。
午

後
５
時
頃
に
到
着
し
て
、
ま
ず
温

泉
に
入
り
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
、

美
味
し
い
夕
食
（
バ
イ
キ
ン
グ
）

を
堪
能
し
た
後
、
温
泉
卓
球
で
汗

を
流
し
、
夜
遅
く
ま
で
部
屋
で
酒

を
飲
み
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
組

合
の
在
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
。
二
日
目
は
観
光
。
片
山
津
温

泉
の
『
浮
御
堂
う
き
う
き
弁
天
』、

山
中
温
泉
の
『
佳
水
鄕
』、『
こ
お

ろ
ぎ
橋
』
へ
。
紅
葉
が
す
ご
く
綺

麗
で
、
平
日
に
も
関
わ
ら
ず
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
た
。 

     

帰
り
に
『
お
菓
子
城
』、『
ホ
リ

牧
場
夢
ミ
ル
ク
館
』
に
立
ち
寄
り

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
、
昼
過

ぎ
に
羽
咋
に
到
着
し
解
散
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
通
信
・
久
我
） 

忘 

年 

会 

１１
月
２８
日
（
月
）
、
七
鹿
地
区

青
年
部
９
名
は
、七
尾
市
内
の『
ご

は
ん
処
も
ん
ち
っ
ち
』
に
て
忘
年

会
を
行
な
っ
た
。
全
員
参
加
で
な

か
っ
た
の
は
残
念
だ
っ
た
が
、
美

味
し
い
お
酒
に
オ
ー
ド
ブ
ル
、
２

種
類
の
チ
ャ
ー
ハ
ン
に
フ
ル
ー
ツ
、

部
屋
に
は
カ
ラ
オ
ケ
設
備
が
あ
り
、

途
中
か
ら
２
次
会
の
様
な
盛
り
上

が
り
だ
っ
た
。
最
後
は
来
年
に
向

け
て
一
本
締
め
で
幕
を
閉
じ
た
。 

               

 

支
部
長 

近
藤 

秀
司 

☎
０
７
６
７(

５
２)

３
９
８
０ 
能 

 

登 
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11
月
28
日
（
月
）
、
能
美
市
根

上
総
合
文
化
会
館
で
支
部
組
合
員

研
修
会
を
開
催
し
た
。 

衛
生
消
毒
講
習 

始
め
に
、
南
加
賀
保
健
セ
ン
タ

ー
講
師
に
よ
り
、
理
容
店
に
お
け

る
衛
生
・
感
染
に
つ
い
て
学
ん
だ
。 

■
消
毒
は
ま
ず
自
分
か
ら 

お
客
様
と
作
業
を
す
る
理
容
師

自
身
を
守
る
事
が
先
ず
大
切
だ
。 

             

     

血
液
で
移
る
感
染
症
は
Ｂ
型
肝

炎
、
Ｃ
型
肝
炎
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
が
あ
り
、

こ
れ
等
は
目
に
は
見
え
な
い
ほ
ん

の
少
し
の
血
液
で
も
感
染
す
る
も

の
も
あ
る
。 

■
血
液
が
付
着
し
て
い
る
、
付
着

し
て
い
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
器
具

は
一
人
ず
つ
消
毒
が
必
要 

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
肝
臓

に
炎
症
が
起
き
て
、
徐
々
に
肝
臓

の
働
き
が
悪
く
な
り
肝
硬
変
や
肝

が
ん
等
に
進
行
す
る
恐
れ
が
あ
り
、

感
染
し
て
い
る
人
の
血
液
が
体
の

中
に
入
る
事
に
よ
り
、
人
か
ら
人

へ
と
感
染
す
る
。 

■
保
健
所
に
相
談
が
あ
っ
た
事
例 

「
千
円
の
カ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
で
散

髪
し
て
顔
そ
り
も
し
て
も
ら
っ
た
。

そ
の
時
に
唇
が
剃
刀
で
少
し
切
れ

て
し
ま
い
、
そ
の
後
か
ら
心
配
に

な
っ
た
。
剃
刀
の
消
毒
は
キ
チ
ン

と
さ
れ
て
い
る
の
か
？
ど
う
し
た

ら
良
い
の
か
？
普
段
行
っ
た
事
の

な
い
安
床
な
の
で
聞
け
な
か
っ
た
」

と
相
談
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
普
段

か
ら
の
消
毒
の
大
切
さ
が
必
要
と

さ
れ
る
事
例
だ
。 

■
出
張
理
容
業
務
及
び
器
具
の
消

毒
方
法
に
つ
い
て 

病
気
や
婚
礼
等
に
参
列
さ
れ
る

方
や
福
祉
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い

る
方
に
業
を
行
う
場
合
に
限
ら
れ

て
い
る
。
衛
生
管
理
に
つ
い
て
は

通
常
の
理
容
室
と
同
様
に
行
う
事
。

消
毒
は
一
人
毎
の
徹
底
を
。
一
人

一
人
の
出
張
業
務
者
の
届
け
出
証

が
必
要
だ
。 

長
田
理
事
長 

現
況
を

語
る
！ 

講
習
会
後
の
講
演
で
は
、
長
田

實
県
組
合
理
事
長
が
「
全
理
連
の

一
番
の
課
題
は
組
合
加
入
の
促
進

だ
。
組
合
員
が
一
時
期
は
10
万
人

い
た
が
半
減
し
て
い
る
。
高
齢
化

に
よ
る
脱
退
と
、
組
合
が
何
も
し

て
く
れ
な
い
、
組
合
に
求
め
る
も

の
が
無
く
な
っ
た
と
い
う
声
が
聞

こ
え
て
い
る
の
は
、
全
理
連
の
組

織
の
問
題
で
あ
り
携
わ
る
役
員
の

責
任
だ
。
組
合
加
入
促
進
に
何
か

を
せ
ね
ば
言
葉
だ
け
で
は
理
解
し

て
も
ら
え
な
い
。
行
動
す
る
た
め

の
時
間
や
金
銭
的
な
事
由
が
あ
り
、

全
理
連
の
予
算
減
少
の
中
で
模
索

し
な
が
ら
動
き
出
し
た
。
訪
問
福

祉
理
容
に
つ
い
て
は
ア
ウ
ト
サ
イ

ダ
ー
と
組
合
員
業
者
と
の
関
わ
り

や
、
業
者
が
入
っ
て
い
る
施
設
等

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
、

理
容
業
界
の
現
況
を
語
っ
た
。 

ま
た
、
キ
ッ
ズ
三
ツ
星
サ
ロ
ン
、

Ｂ
Ｂ
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
マ
イ
ス
タ
ー

の
矛
盾
点
、
補
助
金
事
業
、
時
代

の
変
化
に
合
わ
せ
た
ヘ
ア
ー
カ
タ

ロ
グ
、
国
家
試
験
制
度
の
再
見
直

し
、
県
広
報
一
本
化
な
ど
に
つ
い

て
も
説
明
し
た
。 

            

最
後
に
、
支
部
共
済
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
抽
選
会
が
行
な
わ
れ
た
。 

  

神
っ
た
バ
ス
ツ
ア
ー 

 

小
松
地
区
は
11
月
20
日
（
日
）、

21
日
（
月
）
の
一
泊
二
日
で
、
和

歌
山
県
の
高
野
山
奥
の
院
巡
り
、

白
浜
温
泉
泊
、
熊
野
本
宮
大
社
参

拝
、那
智
の
滝
、熊
野
那
智
大
社
、

青
岸
渡
寺
参
拝
、
熊
野
速
玉
大
社

参
拝
へ
の
五
つ
の
世
界
遺
産
を
巡

る
南
紀
周
遊
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施

し
19
人
が
参
加
し
た
。 

貸
し
切
り
の
温
泉
、
贅
沢
な
料

理
、
無
礼
講
で
中
身
の
濃
い
充
実

し
た
旅
だ
っ
た
。 

                

金
沢
５
部 

近
藤
外
實
夫 

11
月 

加
賀
鶴
来 

北
口 

昌
子  

〃 

〃 

能
美 

山
口 

 

孝  

〃 

能
登
河
北 

宮
下 

守
人  

〃 

   

金
沢
５
部 

森
本
八
十
則 

11
月 

〃 

６
部  

早
頭 

峰
春  

〃 

加
賀
加
賀 

亀
谷 

紀
夫 

〃 

〃  

〃 
 

坂
井  

能
充 

〃 

   

金
沢
１
中 

徳
田 

行
男 

10
月 

加 
 

賀 

支
部
長 

田
畑 

 

豪 

☎
０
７
６(

２
７
５)

２
３
１
４ 

廃 
 

業 

脱 
 

退 

お
く
や
み 

組
合
員
研
修
会 

小
松
地
区 



理容いしかわ                平成 29 年 1 月 10 日（12） 

 

編 
集 

閑 

談 
▼
情
報
セ
ン
タ
ー
一
同
よ
り
謹
ん

で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。
昨
年
よ
り
３
支
部
を
一
本
化

し
カ
ラ
ー
版
で
皆
様
に
配
信
！
チ

ョ
ッ
ト
耳
寄
り
情
報
で
す
…
昨
年 

                          

末
の
加
賀
支
部
衛
生
講
習
会
で
保

健
所
職
員
が
「
近
々
、
地
域
や
実

施
日
は
未
定
で
す
が
一
店
舗
ず
つ

衛
生
状
態
を
見
回
り
た
い
…
」
と
。

皆
様
は
日
頃
よ
り
衛
生
管
理
Ｏ
Ｋ

で
す
よ
ね
！ 

 

（ 

市
川
正
明
） 

▼
中
島
町
の
特
産
で
あ
る
『
の
と

牡
蠣
』
が
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
。 

                          

生
産
者
に
聞
く
と
今
年
の
出
来
も

大
変
い
い
そ
う
だ
。
美
味
し
い
牡

蠣
を
食
べ
る
店
舗
も
増
え
て
い
る
。 

主
に
富
山
か
ら
の
お
客
さ
ん
が
多

い
そ
う
だ
。
お
す
す
め
は
お
店
自

慢
の
コ
ー
ス
（
焼
き
ガ
キ
、
牡
蠣

飯
、
カ
キ
フ
ラ
イ
な
ど
）、
食
べ
た

い
方
は
是
非
中
島
町
ま
で
足
を
運

ん
で
下
さ
い
。 
 
 

（
松
原
勝
） 

▼
『
極
め
る
』 

           

（
青
山
幸
雄
） 

▼
休
日
の
夕
方
は
決
ま
っ
て
松
任

の
海
へ
写
真
撮
影
に
出
掛
け
る
。

平
凡
な
海
岸
が
光
と
雲
で
見
事
な

風
景
に
変
身
す
る
が
、
そ
の
光
景

に
人
は
心
の
中
を
探
り
な
が
ら
感

動
す
る
の
だ
ろ
う
。
冬
の
海
は
寂

し
く
て
孤
独
だ
が
、
輝
く
海
、
踊

る
雲
、
懸
命
に
飛
ぶ
鳥
、
紅
く
美

し
く
沈
む
夕
陽
か
ら
明
日
へ
の
力

を
い
た
だ
く
。
今
年
も
澄
ん
だ
綺

麗
な
空
気
を
理
容
組
合
に
期
待
し

た
い
。 

 
 
  

 

（
沓
智
之
） 

                                  

                 

新時代を先取りする 

化粧品・器具のご用命は下記へ 

三 丸 商 会 
TEL 076-252-2809 

FAX 076-252-2818 

 

㈲ ノ ワ キ 
TEL 076-237-5201 

FAX 076-237-6504 

 

北 理 商 会 
TEL 076-229-0115 

FAX 076-229-0115 

石川県理容器具商組合 


